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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】出隅専用の取付金具を使用することなく、くさ
び緊結式足場の出隅を構成する２つの反建物側部に隣接
して設置することができる朝顔装置の提供。
【解決手段】朝顔装置２Ｙは、くさび緊結式足場の反建
物側部に沿う複数本の支柱１０の所定高さ位置に基端部
が上部取付金具３を介して取り付けられた複数本の縦枠
部材４１と、隣り合う２本の支柱１０に基端部が取り付
けられた２つの縦枠部材４１にまたがって張り止められ
た面材５とを備え、上部取付金具３が、縦枠部材４１の
基端部を保持する保持部３１および反建物側のソケット
金具１１を上下から挟むように配置され内部がソケット
金具１１の内部と連通させられるように上下に貫通した
中空状となされた上下２つのくさび受け部３２、３３を
有している金具本体３Ａと、上下くさび受け部３２、３
３およびソケット金具１１の内部に上方から差し込まれ
て両者を緊結する上部くさび３Ｂとを備える。
【選択図】図４



(2) JP 2021-21258 A 2021.2.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反建物側部に沿って複数本の支柱が間隔をおいて並んで立てられており、各支柱の表面
における上下方向に間隔をおいた複数の高さ位置に、平面より見て支柱の表面に向かって
開口したコ字形のソケット金具が、支柱の並列方向に沿う２方向ならびにこれらと直角を
なす建物側方向および反建物側方向をそれぞれ向くように４つずつ取り付けられているく
さび緊結式足場において、同足場の反建物側部に張り出し状に設置される朝顔装置であっ
て、
　前記複数本の支柱の所定高さ位置から反建物側方向にのびるように基端部が上部取付金
具を介して前記所定高さ位置に取り付けられている複数の縦枠部材と、隣り合う２本の支
柱に基端部が取り付けられた２つの縦枠部材にまたがって張り止められている面材とを備
えており、
　上部取付金具が、縦枠部材の基端部を保持する保持部および反建物側のソケット金具を
上下から挟むように配置されかつ内部がソケット金具の内部と連通させられるように上下
に貫通した中空状となされた上下２つのくさび受け部を有している金具本体と、上下２つ
のくさび受け部およびソケット金具の内部に上方から差し込まれて両者を緊結する上部く
さびとを備えている、くさび緊結式足場用朝顔装置。
【請求項２】
　上部取付金具における金具本体の上下２つのくさび受け部が、支柱の表面に当接させら
れる先端壁部と、先端壁部の両側縁に連なって設けられた互いに平行な１対の側壁部とを
それぞれ有しており、
　上くさび受け部の１対の側壁部に、ソケット金具に嵌め入れられる位置決め用下方突出
部が形成されている、請求項１記載のくさび緊結式足場用朝顔装置。
【請求項３】
　上端部が縦枠部材の先端部または長さ中間部に連結されているとともに、下端部が支柱
における上部取付金具よりも下方位置に下部取付金具を介して取り付けられている棒状の
支持部材をさらに備えており、
　下部取付金具が、支持部材の下端部を保持する保持部および反建物側のソケット金具を
上下から挟むように配置されかつ内部がソケット金具の内部と連通させられるように上下
に貫通した中空状となされた上下２つのくさび受け部を有している金具本体と、上下２つ
のくさび受け部およびソケット金具の内部に上方から差し込まれて両者を緊結する下部く
さびとを備えている、請求項１または２記載のくさび緊結式足場用朝顔装置。
【請求項４】
　下部取付金具における金具本体の上下２つのくさび受け部が、支柱の表面に当接させら
れる先端壁部と、先端壁部の両側縁に連なって設けられた互いに平行な１対の側壁部とを
それぞれ有しており、
　上くさび受け部の１対の側壁部に、ソケット金具に嵌め入れられる位置決め用下方突出
部が形成されている、請求項３記載のくさび緊結式足場用朝顔装置。
【請求項５】
　建物の外壁の出隅に沿って設置されたくさび緊結式足場において、同足場の出隅を構成
する２つの反建物側部のそれぞれに、請求項１～４のいずれか１つに記載の朝顔装置が互
いに隣接するように張り出し状に設置されており、
　両朝顔装置の互いに隣接する端に位置しかつ基端部が上記足場の出隅に立てられたコー
ナー支柱の所定高さ位置に上部取付金具を介して取り付けられている２つの縦枠部材にま
たがって、コーナー用面材が張り止められている、くさび緊結式足場用朝顔装置システム
。
【請求項６】
　両朝顔装置の縦枠部材の基端部が上部取付金具の保持部によって水平軸を中心として回
動自在に保持され、両朝顔装置の縦枠部材および面材が揺動可能となされており、
　コーナー用面材が可撓性を有する材料からなる、請求項５記載のくさび緊結式足場用朝
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顔装置システム。
【請求項７】
　コーナー用面材の下面に、コーナー支柱に近接する箇所からコーナー用面材をほぼ二等
分する方向にのびるように中央骨材が取り付けられており、
　中央骨材を支持する棒状の補助支持部材の上端部が、中央骨材の先端部または長さ中間
部に水平軸を中心として回動自在に連結されており、
　補助支持部材の下端部が、コーナー支柱における中央骨材の基端部よりも下方位置に補
助取付金具を介して取り付けられている、請求項６記載のくさび緊結式足場用朝顔装置シ
ステム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、くさび緊結式足場の反建物側部に張り出し状に設置して、同足場から資材
や工具等が落下することによる事故を防止するために用いられる朝顔装置に関する。
　また、この発明は、建物の外壁の出隅に沿って設置されたくさび緊結式足場において、
同足場の出隅を構成する２つの反建物側部に隣接して朝顔装置が設置された朝顔装置シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　仮設足場の１つの形式として、仮設足場の建物側部および反建物側部に沿って複数本ず
つ間隔をおいて並んで立てられる支柱の各表面にソケット金具が取り付けられ、これらの
ソケット金具に、布材や手摺等の端部に設けられたくさび状のインサート金具を差し込ん
で連結することにより組み立てられる、くさび緊結式足場が知られている。
　ソケット金具は、平面より見て支柱の表面に向かって開口したコ字形のものであって、
支柱の表面における上下方向に間隔をおいた複数の高さ位置に、支柱の並列方向に沿う２
方向ならびにこれらと直角をなす建物側方向および反建物側方向を向くように４つずつ取
り付けられている。
　このようなくさび緊結式足場用の支柱としては、各高さ位置に取り付けられる４つのソ
ケット金具のうち支柱の並列方向に沿う２方向を向いたソケット金具と建物側方向および
反建物側方向を向いたソケット金具とが上下方向にずれるように配置されているものの他
、４つのソケット金具が全て同一レベルに配置されているものも使用されている。
【０００３】
　上記のくさび緊結式足場に設置される朝顔装置として、例えば下記の特許文献１に示す
ように、足場の反建物側部に沿うように間隔をおいて並んで立てられた複数の支柱の所定
高さ位置に上部取付金具が取り付けられ、各上部取付金具に縦枠部材の基端部が水平軸を
中心として回動自在に連結され、隣り合う２本の支柱に基端部が取り付けられた２つの縦
枠部材の基端部どうしおよび先端部どうしにそれぞれ横枠部材が渡し止められるとともに
、２つの縦枠部材および２つの横枠部材によって形成された方形枠に面材が張り止められ
、各縦枠部材の先端部または長さ中間部に棒状の支持部材の上端部が水平軸を中心として
回動自在に連結され、各支柱における上部取付金具よりも下方位置に支持部材の下端部を
保持する下部取付金具が取り付けられているものが知られている。
　上記の朝顔装置において、上部取付金具および下部取付金具は、通常、クランプを用い
て、足場の反建物側部の支柱に取り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５９９９５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかしながら、上述した従来の朝顔装置の場合、仮設足場の反建物側部の支柱に上部取
付金具および下部取付金具を取り付ける手段としてクランプを使用しているため、クラン
プの着脱および位置決めに手間を要し、朝顔装置の設置作業および同撤去作業を迅速に行
うことが困難であった。
　また、建物の外壁の出隅に沿って設置されたくさび緊結式足場において、同足場の出隅
を構成する２つの反建物側部に従来の朝顔装置を互いに隣接するように設置して朝顔装置
システムを構成する場合、足場の出隅に位置するコーナー支柱のほぼ同じ高さ位置に、両
朝顔装置の上部取付金具および下部取付金具を取り付ける必要があるが、コーナー支柱に
両朝顔装置の上部取付金具または下部取付金具を取り付けるためのクランプどうしが干渉
するため、そのままでは両朝顔装置の取付に支障が生じる。そのため、通常の上部取付金
具および下部取付金具とは別に、両朝顔装置の隣接する端に位置する縦枠部材および同支
持部材をそれぞれ一括してコーナー支柱に取り付ける出隅専用の上部取付金具および下部
取付金具を用意する必要があり、それによって部品点数が増加し、コストアップの要因と
なっていた。
【０００６】
　この発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであって、くさび緊結式足場の反建物側
部への設置作業および同撤去作業をより簡単にかつ迅速に行うことができ、また、出隅専
用の取付金具を使用することなく、足場の出隅を構成する２つの反建物側部に隣接して設
置することができる朝顔装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、上記の目的を達成するために、以下の態様からなる。
【０００８】
１）反建物側部に沿って複数本の支柱が間隔をおいて並んで立てられており、各支柱の表
面における上下方向に間隔をおいた複数の高さ位置に、平面より見て支柱の表面に向かっ
て開口したコ字形のソケット金具が、支柱の並列方向に沿う２方向ならびにこれらと直角
をなす建物側方向および反建物側方向をそれぞれ向くように４つずつ取り付けられている
くさび緊結式足場において、同足場の反建物側部に張り出し状に設置される朝顔装置であ
って、
　前記複数本の支柱の所定高さ位置から反建物側方向にのびるように基端部が上部取付金
具を介して前記所定高さ位置に取り付けられている複数の縦枠部材と、隣り合う２本の支
柱に基端部が取り付けられた２つの縦枠部材にまたがって張り止められている面材とを備
えており、
　上部取付金具が、縦枠部材の基端部を保持する保持部および反建物側のソケット金具を
上下から挟むように配置されかつ内部がソケット金具の内部と連通させられるように上下
に貫通した中空状となされた上下２つのくさび受け部を有している金具本体と、上下２つ
のくさび受け部およびソケット金具の内部に上方から差し込まれて両者を緊結する上部く
さびとを備えている、くさび緊結式足場用朝顔装置。
【０００９】
２）上部取付金具における金具本体の上下２つのくさび受け部が、支柱の表面に当接させ
られる先端壁部と、先端壁部の両側縁に連なって設けられた互いに平行な１対の側壁部と
をそれぞれ有しており、
　上くさび受け部の１対の側壁部に、ソケット金具に嵌め入れられる位置決め用下方突出
部が形成されている、上記１）のくさび緊結式足場用朝顔装置。
【００１０】
３）上端部が縦枠部材の先端部または長さ中間部に連結されているとともに、下端部が支
柱における上部取付金具よりも下方位置に下部取付金具を介して取り付けられている棒状
の支持部材をさらに備えており、
　下部取付金具が、支持部材の下端部を保持する保持部および反建物側のソケット金具を
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上下から挟むように配置されかつ内部がソケット金具の内部と連通させられるように上下
に貫通した中空状となされた上下２つのくさび受け部を有している金具本体と、上下２つ
のくさび受け部およびソケット金具の内部に上方から差し込まれて両者を緊結する下部く
さびとを備えている、上記１）または２）のくさび緊結式足場用朝顔装置。
【００１１】
４）下部取付金具における金具本体の上下２つのくさび受け部が、支柱の表面に当接させ
られる先端壁部と、先端壁部の両側縁に連なって設けられた互いに平行な１対の側壁部と
をそれぞれ有しており、
　上くさび受け部の１対の側壁部に、ソケット金具に嵌め入れられる位置決め用下方突出
部が形成されている、上記３）のくさび緊結式足場用朝顔装置。
【００１２】
５）建物の外壁の出隅に沿って設置されたくさび緊結式足場において、同足場の出隅を構
成する２つの反建物側部のそれぞれに、上記１）～４）のいずれか１つの朝顔装置が互い
に隣接するように張り出し状に設置されており、
　両朝顔装置の互いに隣接する端に位置しかつ基端部が上記足場の出隅に立てられたコー
ナー支柱の所定高さ位置に上部取付金具を介して取り付けられている２つの縦枠部材にま
たがって、コーナー用面材が張り止められている、くさび緊結式足場用朝顔装置システム
。
【００１３】
６）両朝顔装置の縦枠部材の基端部が上部取付金具の保持部によって水平軸を中心として
回動自在に保持され、両朝顔装置の縦枠部材および面材が揺動可能となされており、
　コーナー用面材が可撓性を有する材料からなる、上記５）のくさび緊結式足場用朝顔装
置システム。
【００１４】
７）コーナー用面材の下面に、コーナー支柱に近接する箇所からコーナー用面材をほぼ二
等分する方向にのびるように中央骨材が取り付けられており、
　中央骨材を支持する棒状の補助支持部材の上端部が、中央骨材の先端部または長さ中間
部に水平軸を中心として回動自在に連結されており、
　補助支持部材の下端部が、コーナー支柱における中央骨材の基端部よりも下方位置に補
助取付金具を介して取り付けられている、上記６）のくさび緊結式足場用朝顔装置システ
ム。
【発明の効果】
【００１５】
　上記１）のくさび緊結式足場用朝顔装置にあっては、上部取付金具を、その金具本体の
上下２つのくさび受け部で支柱の反建物側のソケット金具を上下から挟むように配置して
おいてから、上部くさびを上下２つのくさび受け部およびソケット金具の内部に上方から
差し込んで両者を緊結することにより、支柱に取り付けることができる。
　したがって、上記１）の朝顔装置によれば、上記特許文献１記載の従来の朝顔装置と比
べて、くさび緊結式足場の反建物側部への設置作業および同撤去作業をより簡単にかつ迅
速に行うことができる。
　また、上記１）の朝顔装置によれば、建物の外壁の出隅に沿って設置されたくさび緊結
式足場において、同足場の出隅を構成する２つの反建物側部に朝顔装置を互いに隣接する
ように設置して朝顔装置システムを構成する場合、同足場の出隅に位置するコーナー支柱
のほぼ同じ高さ位置に、両朝顔装置の上部取付金具をそのまま取り付けることができるの
で、上記特許文献１記載の従来の朝顔装置を使用した朝顔装置システムのように出隅専用
の上部取付金具を用意する必要がなく、部品点数の増加およびコストアップを抑制するこ
とができる。
【００１６】
　上記２）のくさび緊結式足場用朝顔装置によれば、支柱への上部取付金具の取付に際し
て、上くさび受け部の１対の側壁部に形成された位置決め用下方突出部をソケット金具に
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嵌め入れることにより、上部取付金具の位置決めを簡単に行うことができ、また、上部取
付金具の金具本体から手を離した状態で、上下２つのくさび受け部およびソケット金具の
内部に上部くさびを差し込むことができるので、取付作業の効率がさらに高められる。
【００１７】
　上記３）のくさび緊結式足場用朝顔装置によれば、縦枠部材を支持する支持部材の下端
部が下部取付金具を介して支柱に取り付けられる構成態様とする場合においても、下部取
付金具を、その金具本体の上下２つのくさび受け部で支柱の反建物側のソケット金具を上
下から挟むように配置しておいてから、下部くさびを上下２つのくさび受け部およびソケ
ット金具の内部に上方から差し込んで両者を緊結することにより、支柱に取り付けること
ができるので、上記特許文献１記載の従来の朝顔装置と比べて、くさび緊結式足場の反建
物側部への設置作業および同撤去作業をより簡単にかつ迅速に行うことができる。
　また、上記３）の朝顔装置によれば、建物の外壁の出隅に沿って設置されたくさび緊結
式足場において、同足場の出隅を構成する２つの反建物側部に朝顔装置を互いに隣接する
ように設置して朝顔装置システムを構成する場合、同足場の出隅に位置するコーナー支柱
のほぼ同じ高さ位置に、両朝顔装置の下部取付金具をそのまま取り付けることができるの
で、上記特許文献１記載の従来の朝顔装置を使用した朝顔装置システムのように出隅専用
の下部取付金具を用意する必要がなく、部品点数の増加およびコストアップを抑制するこ
とができる。
【００１８】
　上記４）のくさび緊結式足場用朝顔装置によれば、支柱への下部取付金具の取付に際し
て、上くさび受け部の１対の側壁部に形成された位置決め用下方突出部をソケット金具に
嵌め入れることにより、下部取付金具の位置決めを簡単に行うことができ、また、下部取
付金具の金具本体から手を離した状態で、上下２つのくさび受け部およびソケット金具の
内部に下部くさびを差し込むことができるので、取付作業の効率がさらに高められる。
【００１９】
　上記５）のくさび緊結式足場用朝顔装置システムによれば、足場の出隅に位置するコー
ナー支柱のほぼ同じ高さ位置に、両朝顔装置の上部取付金具や下部取付金具をそのまま取
り付けることができるので、上記特許文献１記載の従来の朝顔装置を使用した朝顔装置シ
ステムのように出隅専用の上部取付金具や下部取付金具を用意する必要がなく、部品点数
の増加およびコストアップを抑制することができる。
　また、上記５）の朝顔装置システムによれば、両朝顔装置の隣接する端どうしの隙間を
塞ぐコーナー用面材を、特別な部材を用いることなく、両朝顔装置の隣接する端に位置す
る縦枠部材を利用して、簡単にかつ迅速に設置することができ、コストも抑えられる。
【００２０】
　上記６）のくさび緊結式足場用朝顔装置システムによれば、例えば台風等の強風に備え
て両朝顔装置の複数の縦枠部材およびこれらに張り止められた面材を略垂直上向きに揺動
させて閉じる場合に、コーナー用面材をそのまま追随させて閉じることができるので、利
便性に優れている。
【００２１】
　上記７）のくさび緊結式足場用朝顔装置システムによれば、コーナー用面材に中央骨材
が取り付けられているとともに、同中央骨材が補助支持部材によって支持されているので
、コーナー用面材を反建物側に向かってより大きく張り出したものとすることができ、足
場の出隅付近において、より確実に落下物を受けることができる。
　また、上記７）の朝顔装置システムによれば、例えば補助取付金具をコーナー支柱から
取り外すことにより、両朝顔装置の縦枠部材および面材を閉じる動作に追随させて、コー
ナー用面材を容易に閉じることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】この発明の第１の実施形態に係るくさび緊結式足場用朝顔装置システムの平面図
である。
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【図２】同朝顔装置システムの側面図である。
【図３】図１のIII－III線に沿う垂直断面図である。
【図４】図３の破線IVで囲んだ部分の拡大図である。
【図５】図１の破線Vで囲んだ部分の拡大図である。
【図６】図３の破線VIで囲んだ部分の拡大図である。
【図７】図１の破線VIIで囲んだ部分の拡大図である。
【図８】同朝顔装置システムの朝顔装置に使用されている上部取付金具を示したものであ
って、（ａ）は平面図であり、（ｂ）は側面図であり、（ｃ）は背面図である。
【図９】同朝顔装置システムの朝顔装置に使用されている上部くさび（下部くさび）を示
したものであって、（ａ）は側面図であり、（ｂ）は正面図であり、（ｃ）は（ｂ）のｃ
－ｃ線に沿う断面図であり、（ｄ）は平面図であり、（ｅ）は（ｂ）のｅ－ｅ線に沿う断
面図であり、（ｆ）は（ｂ）のｆ－ｆ線に沿う断面図である。
【図１０】同朝顔装置システムの朝顔装置に使用されている下部取付金具の金具本体を示
したものであって、（ａ）は側面図であり、（ｂ）は背面図であり、（ｃ）は平面図であ
り、（ｄ）は（ａ）のｄ－ｄ線に沿う断面図である。
【図１１】この発明の第２の実施形態に係るくさび緊結式足場用朝顔装置システムの平面
図である。
【図１２】同朝顔装置システムの側面図である。
【図１３】図１２の破線XIIIで囲んだ部分の拡大図である。
【図１４】図１３のXIV－XIV線に沿う断面図である。
【図１５】同朝顔装置システムのコーナー用面材に取り付けられる中央骨材を示したもの
であって、（ａ）は側面図であり、（ｂ）は（ａ）のｂ－ｂ線に沿う拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　この発明の実施形態を、図１～図１５を参照しながら以下に説明する。
　以下の説明において、図１、図１１それぞれの左を「前」、同右を「後」、同下を「左
」、同上を「右」というものとする。
【００２４】
［第１の実施形態］
　図１～図１０は、この発明の第１の実施形態に係るくさび緊結式足場用朝顔装置システ
ム(2)を示したものである。
　図示の朝顔装置システム(2)は、建物の外壁（図示略）の出隅に沿って設置されたくさ
び緊結式足場(1)において、同足場(1)の出隅を構成する２つの反建物側部に、この発明に
よる朝顔装置(2X)(2Y)を互いに隣接するように張り出し状に設置したものである。
【００２５】
　くさび緊結式足場(1)は、建物の左側外壁（図示略）に沿うように前後方向にのびる左
側足場ユニット(1X)と、建物の後側外壁（図示略）に沿うように左右方向にのびかつ左端
が左側足場ユニット(1X)の建物側部（右側部）の後端に連結された後側足場ユニット(1Y)
とを備えている。
　左側足場ユニット(1X)には、建物側部（右側面部）および反建物側部（右側面部）に沿
って、各複数本の支柱(10)が、前後に間隔をおいて並んで立てられている。同様に、後側
足場ユニット(1Y)には、建物側部（前側面部）および反建物側部（後側面部）に沿って、
各複数本の支柱(10)が、左右に間隔をおいて並んで立てられている。後側足場ユニット(1
Y)の左端に位置する前後２本の支柱(10)は、左側足場ユニット(1X)における建物側部の後
端の前後２本の支柱(10)を兼ねている。左側足場ユニット(1X)の反建物側部の後端に立て
られた支柱(10)が、足場(1)の出隅に位置するコーナー支柱(10C)を構成している。
　各支柱(10)の表面には、上下方向に所定間隔をおいた複数の高さ位置に、平面より見て
支柱(10)表面に向かって開口したコ字形のソケット金具(11)が、支柱(10)の並列方向に沿
う２方向ならびにこれらと直角をなす建物側方向および反建物側方向、すなわち前後左右
をそれぞれ向くように４つずつ溶接されて取り付けられている。支柱(10)の各高さ位置に
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取り付けられる４つのソケット金具(11)のうち左右方向を向いた２つのソケット金具(11)
は、前後方向を向いた２つのソケット金具(11)よりも、ソケット金具(11)の高さにほぼ等
しい高さ分だけ下方にずれるように配置されている。各ソケット金具(11)は、間隔をおい
て平行に配置された１対の垂直な側壁部(11a)と、両側壁部(11a)の一端縁どうしを連結す
るように設けられかつ上方に向かって支柱(10)表面から次第に離れるように傾斜した中央
壁部(11b)とを備えている。
　左側足場ユニット(1X)の左右に並んだ２つの支柱(10)の所定高さ位置において互いに向
かい合うソケット金具(11)に、横桟(12)の両端部に設けられたくさび状のインサート金具
(12a)が上方から挿入され、それによって両支柱(10)と横桟(12)とが連結されている。前
後に隣り合う２つの横桟(12)に、踏板(13)の両端部に設けられたフック(13a)が掛け止め
られ、それによって両横桟(12)に踏板(13)が渡し止められている。前後に隣り合う２つの
支柱(10)の所定高さ位置において互いに向かい合うソケット金具(11)に、手摺(14)の両端
部に設けられたくさび状のインサート金具(14a)が挿入され、それによって両支柱(10)に
手摺(14)が渡し止められている。
　後側足場ユニット(1Y)も、左側足場ユニット(1X)と同様の組立構造を有している。
　なお、この発明による朝顔装置および朝顔装置システムは、上記構造のくさび緊結式足
場(1)に限らず、例えばソケット金具の形状や配置が異なるその他のくさび緊結式足場に
も同様に設置可能である。
【００２６】
　足場(1)の左側の反建物側部、すなわち左側足場ユニット(1X)の反建物側部（左側部）
に設置される左側朝顔装置(2X)と、足場(1)の後側の反建物側部、すなわち後側足場ユニ
ット(1Y)の反建物側部（後側部）およびこれに連なる左側足場ユニット(1X)の後端部に設
置される後側朝顔装置(2Y)とは、これらの装置(2X)(2Y)が設置されている方向を除けば、
実質的に同じものである。
　そこで、以下では、後側朝顔装置(2Y)の詳細構造について、図３～図１０等を参照しな
がら説明し、左側朝顔装置(2X)の詳細構造の説明を省略する。
【００２７】
　後側朝顔装置(2Y)は、足場(1)の後側の反建物側部、すなわち後側足場ユニット(1Y)の
反建物側部（後側部）および左側足場ユニット(1X)の後端部に沿って立てられた複数本の
支柱(10)の所定高さ位置から反建物側方向（後方）にのびるように基端部が上部取付金具
(3)を介して同所定高さ位置に取り付けられている複数の縦枠部材(41)と、隣り合う２本
の支柱(10)に基端部が取り付けられた２つの縦枠部材(41)の基端部どうしおよび先端部ど
うしにそれぞれ渡し止められている横枠部材(42)と、２つの縦枠部材(41)および２つの横
枠部材(42)によって形成された方形枠(4)に張り止められている面材(5)と、上端部が縦枠
部材(41)の長さ中間部（または先端部）に連結されているとともに、下端部が支柱(10)に
おける上部取付金具(3)よりも下方位置に下部取付金具(6)を介して取り付けられている棒
状の支持部材(7)とを備えている。
【００２８】
　図８等に詳しく示すように、上部取付金具(3)は、縦枠部材(41)の基端部を保持する保
持部(31)、および支柱(10)の反建物側（後側）のソケット金具(11)を上下から挟むように
配置されかつ内部がソケット金具(11)の内部と連通させられるように上下に貫通した中空
状となされた上下２つのくさび受け部(32)(33)を有している金具本体(3A)と、上下２つの
くさび受け部(32)(33)およびソケット金具(11)の内部に上方から差し込まれて両者を緊結
する上部くさび(3B)とを備えている。
【００２９】
　金具本体(3A)の保持部(31)は、平面より見て反建物側方向（後方）に開口したコ字形の
保持枠体(311)と、保持枠体(311)の内側に左右に並んで配されかつそれぞれ縦枠部材(41)
の基端部を挿入しうる２つの挿入筒体(312)とを有している。両挿入筒体(312)は、これら
の一端部を緩く貫通して保持枠体(311)の左右側壁に渡し止められた水平な連結軸（連結
ボルト）(313)により、保持枠体(311)に個別に揺動自在に連結されている。両挿入筒体(3
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12)の下面には、左右方向外方にのびる連結プレート(314)の基端部が接合されており、同
連結プレート(314)の上面の先端部に、側面より見て上方に開口したコ字形をした側部保
持金具(315)が取り付けられている。
【００３０】
　保持枠体(311)の中央壁の前面中央部には、前後にのびる垂直板状の中間連結体(34)の
後端縁が溶接固定されている。中間連結体(34)の前端縁は、上下に長い垂直板状のベース
部材(35)の後面中央部に溶接固定されている。
　ベース部材(35)の前面の上端部に、平面より見て後方に開口した略コ字形となされた上
くさび受け部形成部材(320)の左右側壁の後端縁が溶接固定されている。また、ベース部
材(35)の前面の下端部に、平面より見て後方に開口した略コ字形となされた下くさび受け
部形成部材(330)の左右側壁の後端縁が溶接固定されている。これらの上くさび受け部形
成部材(320)および下くさび受け部形成部材(330)によって、上くさび受け部(32)および下
くさび受け部(33)がそれぞれ形成されている。
　上くさび受け部(32)および下くさび受け部(33)はそれぞれ、支柱(10)の表面に当接させ
られる先端壁部(321)(331)と、先端壁部(321)(331)の左右側縁に連なって設けられた互い
に平行な左右１対の側壁部(322)(332)とを有している。上下各くさび受け部(32)(33)の先
端壁部(321)(331)は、支柱(10)の表面に沿うように略後方凸円弧状の横断面を有するもの
となされている。先端壁部(321)(331)の横幅は、ソケット金具(11)の両側壁部(11a)の内
面どうしの間の距離よりも若干小さいものとなされている。また、これに対応して、上下
各くさび受け部(32)(33)における両側壁部(322)(332)の外面どうしの距離も、ソケット金
具(11)の両側壁部(11a)の内面どうしの間の距離よりも若干小さいものとなされている。
　上くさび受け部(32)の両側壁部(322)には、ソケット金具(11)に嵌め入れられる位置決
め用下方突出部(322a)が形成されている。また、両側壁部(322)の位置決め用下方突出部(
322a)どうしの間に設けられた先端壁部(321)の下側部分(321a)も、ソケット金具(11)に嵌
め入れられるようになっている。位置決め用下方突出部(322a)は、側壁部(322)の下縁の
前側部分から下方に突出した平面より見て略方形状のものであるが、その後側縁は、ソケ
ット金具(11)の中央壁部(11b)の内面に沿うように前下がりの傾斜状となされている。支
柱(10)への上部取付金具(3)の取付に際して、両側壁部(322)の位置決め用下方突出部(322
a)をソケット金具(11)に嵌め入れることにより、金具本体(3A)の前後左右の移動が規制さ
れるので、上部取付金具(3)の位置決めを容易に行うことができる。また、金具本体(3A)
から手を離した状態で、上下２つのくさび受け部(32)(33)およびソケット金具(11)の内部
に上部くさび(3B)を差し込むことができるので、緊結作業を簡単に効率よく行うことが可
能である。
　ベース部材(35)の上端部には、上くさび受け部(32)内に向かって前方に突出するように
抜け止め用凸部(36)が設けられている。同凸部(36)は、好適には、ベース部材(35)の上端
部に後方から貫通させられて締結固定された抜け止め用ボルト(361)の先端部によって構
成されている。ボルト(361)の固定は、ナット(362)とのねじ合わせによって行う他、ベー
ス部材(35)の上端部にあけたネジ穴（図示略）にボルト(361)をねじ込んでもよい。
【００３１】
　図９に詳しく示すように、上部くさび(3B)は、上下に長い金属製の棒状体よりなる。
　上部くさび(3B)の上端部(371)は、やや後方に突出している。上部くさび(3B)の下端部(
372)は、先細状となされている。
　上部くさび(3B)の前面(373)は、垂直状であって、上部取付金具(3)における上くさび受
け部(32)の先端壁部(321)内面に沿いうる略凸円弧状の横断面を有している（図５、図７
、図９等参照）。
　上部くさび(3B)の後面は、その下部が垂直面(374b)となされ、残りの長さ中間部および
上部が前下がり状に傾斜した傾斜面(374a)となされている。傾斜面(374a)の傾斜角度は、
ソケット金具(11)の中央壁部(11b)内面の傾斜角度とほぼ一致させられている。また、上
部くさび(3B)の後面には、その幅中央部に、上下方向にのびる溝(375)が形成されている
。溝(375)の底部の下端には、底部の他の部分よりも深さが大きくなるように凹部(375a)
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が形成されている。
　上部くさび(3B)を、上部取付金具(3)の金具本体(3A)における上下２つのくさび受け部(
32)(33)およびソケット金具(11)の内部に上方から差し込むと、上部くさび(3B)の前面(37
3)によって、上下くさび受け部(32)(33)の先端壁部(321)(331)および支柱(10)の表面が押
圧されるとともに、上部くさび(3B)後面における高さ中間部の傾斜面(374a)によって、ソ
ケット金具(11)の中央壁部(11b)内面が押圧されて、上部取付金具(3)が支柱(10)に緊結固
定される。この緊結状態において、上部くさび(3B)の下部は、ソケット金具(11)の下方に
突出させられている。
　上部くさび(3B)を、上下くさび受け部(32)(33)およびソケット金具(11)の内部に差し込
む際、またはこれらの部分から引き抜く際、抜け止め用凸部(36)が、上部くさび(3B)後面
の溝(375)内を移動させられる。そして、上部くさび(3B)を、その後面の溝(375)の下端に
抜け止め用凸部(36)が当接させられるまで引き上げると、上部くさび(3B)の上方への移動
が阻止されるので、上部くさび(3B)が抜けないようになされている。また、溝(375)の底
部の下端には深い凹部(375a)が設けられているので、図４に二点鎖線で示すように、上部
くさび(3B)を後方に傾斜するように回動させることができる。上部くさび(3B)がこのよう
な傾斜状態に保持されると、例えば、上部取付金具(3)の上下くさび受け部(32)(33)をソ
ケット金具(11)の上下に配されるようにセッティングする際等に、上部くさび(3B)が不用
意に下方に落下してセッティング等の作業に支障を来たすことがなく、優れた施工性が得
られる。
【００３２】
　縦枠部材(41)は、例えば金属製の角筒材または角棒材よりなり、その基端部が上部取付
金具(3)の挿入筒体(312)に挿入されて、ロックピン等により挿入筒体(312)に固定されて
いる。これにより、縦枠部材(41)は、上下に揺動自在となされている。
　足場(1)の後側の反建物側部の左端（足場(1)の出隅）に位置する支柱(10)、すなわちコ
ーナー支柱(10C)に取り付けられた上部取付金具(3)の左右２つの挿入筒体(312)のうち内
側（右側）のもの(312)のみに縦枠部材(41)の基端部が挿入固定され（図７参照）、足場(
1)の後側の反建物側部の中間に位置する支柱(10)に取り付けられた上部取付金具(3)の左
右２つの挿入筒体(312)それぞれに縦枠部材(41)の基端部が挿入されている（図５参照）
。
　なお、縦枠部材は、各支柱(10)に上部取付金具を介して１本ずつ連結されていても構わ
ない。
【００３３】
　横枠部材(42)も、例えば金属製の角筒材または角棒材よりなり、これらの両端部が２つ
の縦枠部材(41)の基端部および先端部にそれぞれ連結固定され、それによって方形枠(4)
が形成されている。より詳細には、内側（前側）横枠部材(42)の両端部は、左右に隣り合
う支柱(10)に取り付けられた上部取付金具(3)の両挿入筒体(312)のうち互いに近い方の挿
入筒体(312)に連結プレート(314)を介して取り付けられた側部保持金具(315)にそれぞれ
嵌め込まれて、ロックピン(316)等により側部保持金具(315)に連結固定されている。また
、外側（後側）横枠部材(42)は、同外側横枠部材(42)の両端部に先端前向きに取り付けら
れた有底筒体（図示略）に、２つの縦枠部材(41)の先端部を挿入してロックピン等（図示
略）によって連結固定することにより、両縦枠部材(41)の先端部に渡し止められている。
　図１に示すように、足場(1Y)の後側の反建物側部において、左端に位置する支柱(10)（
すなわちコーナー支柱(10C)）と左から２番目に位置する支柱(10)との間隔が、その他の
隣り合う支柱(10)どうしの間隔の約２分の１となされており、それに応じて、同箇所に設
けられる横枠部材(42)の長さも、その他の箇所に設けられる横枠部材(42)の長さの約２分
の１となされている。
　なお、各横枠部材の連結構造は、上記に限定されず、その他の適宜の連結構造を用いて
もよい。また、図示は省略したが、方形枠の構造材として、さらに筋交いを設けるように
してもよい。あるいは、内側横枠部材および外側横枠部材のうち少なくとも一方を省略し
て構成することも可能である。
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【００３４】
　面材(5)は、方形枠(4)を被覆しうる大きさを有する略方形状のものである。面材(5)と
しては、例えばメッシュシート等の可撓性を有する材料が用いられる。
　面材(5)の周縁部には、方形枠(4)を構成する２つの縦枠部材(41)、内外両側の横枠部材
(42)、および上部取付金具(3)の両挿入筒体(312)の各上面に設けられたＬ形ピン(P1)や折
れピン等(P2)の取付用ピンがそれぞれ嵌め入れられる複数のハトメ（図示略）が取り付け
られている。すなわち、面材(5)のハトメに、方形枠(4)や挿入筒体(312)のＬ形ピン(P1)
、折れピン(P2)等を嵌め入れることにより、面材(5)が方形枠(4)に張り止められている。
　また、面材(5)は、内側横枠部材(41)よりも前方にはみ出したはみ出し部(51)を有して
いる。はみ出し部(51)は、上方に折り返されて、例えば紐により２つの支柱(10)に取り付
けられており、同はみ出し部(51)によって、面材(5)と左側足場(1Y)の反建物側部との間
に隙間が生じないようになされている。
　なお、面材(5)の材料としては、上述したメッシュシートの他、例えばＦＲＰ製パネル
やアルミニウム等の金属製パネルを使用することもできる。
【００３５】
　支持部材(7)は、例えば金属製の角筒材または角棒材よりなる。
　支持部材(7)の上端部は、縦枠部材(41)の長さ中間部（または先端部）に垂下状に設け
られた左右１対の取付ブラケット(411)に、左右にのびる水平な連結軸によって回動自在
に連結されている。
　支持部材(7)の下端部には、係合ピン(71)が取り付けられている。
【００３６】
　下部取付金具(6)は、支持部材(7)の下端部を保持する保持部(61)と、反建物側（後側）
のソケット金具(11)を上下から挟むように配置されかつ内部がソケット金具(11)の内部と
連通させられるように上下に貫通した中空状となされた上下２つのくさび受け部(62)(63)
を有している金具本体(6A)と、上下２つのくさび受け部(62)(63)およびソケット金具(11)
の内部に上方から差し込まれて両者を緊結する下部くさび(6B)とを備えている。
【００３７】
　保持部(61)は、上下にのびる角筒体よりなり、その左右各側壁に、上下方向にのびかつ
係合ピン(71)の軸部(71a)を通しうるが係合ピン(71)の頭部(71b)を通せない幅を有する案
内溝(611)と、案内溝(611)における所定の複数（図３、６、１０等では４つ）の高さ位置
からそれぞれ前方にのびた複数の係止溝(612)とが形成されている。各係止溝(612)も、案
内溝(611)と同様に、係合ピン(71)の軸部(71a)を通しうるが係合ピン(71)の頭部(71b)を
通せない幅を有している。そして、縦枠部材(41)の所定の複数（ここでは４つ）の揺動角
度に応じて支持部材(7)の下端部の位置が上下方向に移動するのに合わせて、係合ピン(71
)の軸部(71a)を各係止溝(612)の奥底部の縁によって係止しうるようになっている。縦枠
部材(41)の揺動角度、つまり、面材(5)付き方形枠(4)の設置角度は、通常、水平面に対し
て２０°よりも大きくなされている。
【００３８】
　保持部(61)前面の上部には、前後方向にのびる垂直板状の上部中間連結体(64)の後端縁
が溶接固定されている。中間連結体(64)の前端縁は、上下に長い垂直板状のベース部材(6
5)の後面中央部に溶接固定されている。
　ベース部材(65)の前面の上端部に、平面より見て後方に開口した略コ字形となされた上
くさび受け部形成部材(620)の左右側壁の後端縁が溶接固定されている。また、ベース部
材(65)の前面の下端部に、平面より見て後方に開口した略コ字形となされた下くさび受け
部形成部材(630)の左右側壁の後端縁が溶接固定されている。これらの上くさび受け部形
成部材(620)および下くさび受け部形成部材(630)によって、上くさび受け部(62)および下
くさび受け部(63)がそれぞれ形成されている。
　上くさび受け部(62)および下くさび受け部(63)はそれぞれ、支柱(10)の表面に当接させ
られる先端壁部(621)(631)と、先端壁部(621)(631)の左右側縁に連なって設けられた互い
に平行な左右１対の側壁部(622)(632)とを有している。上下各くさび受け部(62)(63)の先
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端壁部(621)(631)は、支柱(10)の表面に沿うように略後方凸円弧状の横断面を有するもの
となされている。先端壁部(621)(631)の横幅は、ソケット金具(11)の両側壁部(11a)の内
面どうしの間の距離よりも若干小さいものとなされている。また、これに対応して、上下
各くさび受け部(62)(63)における両側壁部(622)(632)の外面どうしの距離も、ソケット金
具(11)の両側壁部(11a)の内面どうしの間の距離よりも若干小さいものとなされている。
　上くさび受け部(62)の両側壁部(622)には、ソケット金具(11)に嵌め入れられる位置決
め用下方突出部(622a)が形成されている。また、両側壁部(622)の位置決め用下方突出部(
622a)どうしの間に設けられた先端壁部(621)の下側部分(621a)も、ソケット金具(11)に嵌
め入れられるようになっている。位置決め用下方突出部(622a)は、側壁部(622)の下縁の
前側部分から下方に突出した平面より見て略方形状のものであるが、その後側縁は、ソケ
ット金具(11)の中央壁部(11b)の内面に沿うように前下がりの傾斜状となされている。支
柱(10)への下部取付金具(6)の取付に際して、両側壁部(622)の位置決め用下方突出部(622
a)をソケット金具(11)に嵌め入れることにより、金具本体(6A)の前後左右の移動が規制さ
れるので、下部取付金具(6)の位置決めを容易に行うことができる。また、金具本体(6A)
から手を離した状態で、上下２つのくさび受け部(62)(63)およびソケット金具(11)の内部
に下部くさび(6B)を差し込むことができるので、緊結作業を簡単に効率よく行うことが可
能である。
　ベース部材(65)の上端部には、上くさび受け部(62)内に向かって前方に突出するように
抜け止め用凸部(66)が設けられている。同凸部(66)は、好適には、ベース部材(65)の上端
部に後方から貫通させられて締結固定された抜け止め用ボルト(661)の先端部によって構
成されている。ボルト(661)の固定は、ナット(662)とのねじ合わせによって行う他、ベー
ス部材(65)の上端部にあけたネジ穴（図示略）にボルト(661)をねじ込んでもよい。
【００３９】
　下部くさび(6B)は、上下に長い金属製の棒状片よりなる。
　なお、下部くさび(6B)は、前述した上部くさび(3B)と実質的に同一の構造および機能を
有するものであるので、詳しい説明は省略する。
【００４０】
　下部取付金具(6)は、さらに、保持部(61)前面の下部に前後方向にのびる垂直板状の下
部中間連結体(67)を介して連結固定されかつ下部くさび(6B)が差し込まれる反建物側のソ
ケット金具(11)の下方に位置するソケット金具(11)に挿入される下部インサート部(68)を
備えている。
　下部インサート部(68)は、後面が下部中間連結体(67)の前縁に溶接固定されている基端
壁部(681)と、基端壁部(681)の両側縁から前方にのびる１対の側壁部(682)とを有してい
る。両側壁部(682)は、これらの下縁の前半部から下方にのびる下方突出部(682a)を有し
ている。そして、両側壁部(682)の下方突出部(672a)がソケット金具(11)に嵌め入れられ
るとともに、両側壁部(682)の下縁の水平な後半部がソケット金具(11)の中央壁部(11b)の
上縁に係り止められるようになっている。
【００４１】
　図２および図３に示すように、縦枠部材(41)の先端部および支持部材(7)下面の長さ中
間部に、それぞれ逆Ｕ形の紐取付部(412)(72)が設けられている。
　そして、縦枠部材(41)の紐取付部(412)に一端部が取り付けられた紐(8A)が、上部取付
部材(2)よりも上方位置の手摺(14)に上から引っ掛けられて下方に垂らされ、同紐(8A)の
他端部が支持部材(7)の紐取付部(72)に取り付けられている。この紐(8A)を、踏板(13)の
上に乗った作業員が、下方に繰り出すかまたは上方に引っ張ることにより、面材(5)付き
方形枠(4)の傾斜角度を調整することができる。
　台風等の強風時には、上記紐(8A)を操作して、面材(5)付き方形枠(4)を略垂直上向きの
閉じた状態となる位置まで揺動させ、必要に応じて面材(5)を方形枠(4)から取り外す等の
対策を実施する。
【００４２】
　図１、図２、図７等に示すように、足場(1)の出隅に立てられたコーナー支柱(10C)にお
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いて、左側朝顔装置(2X)の後端に位置する縦枠部材(41)を取り付けるための上部取付金具
(3)における上下２つのくさび受け部(32)(33)が、コーナー支柱(10C)の所定高さ位置にあ
る左側ソケット金具(11)を上下から挟むように配置され、上下くさび受け部(32)(33)およ
び左側ソケット金具(11)の内部に上部くさび(3B)が上方から差し込まれて、両者が緊結さ
れている。また、後側朝顔装置(1Y)の左端に位置する縦枠部材(41)を取り付けるための上
部取付金具(3)における上下２つのくさび受け部(32)(33)が、コーナー支柱(10C)における
上記左側ソケット金具(11)に隣接する後側ソケット金具(11)を上下から挟むように配置さ
れ、上下くさび受け部(32)(33)および後側ソケット金具(11)の内部に上部くさび(3B)が上
方から差し込まれて、両者が緊結されている。
　同様に、コーナー支柱(10C)において、左側朝顔装置(2X)の後端に位置する支持部材(7)
を取り付けるための下部取付金具(6)における上下２つのくさび受け部(62)(63)が、コー
ナー支柱(10C)の所定高さ位置にある左側ソケット金具(11)を上下から挟むように配置さ
れ、上下くさび受け部(62)(63)および左側ソケット金具(11)の内部に下部くさび(6B)が上
方から差し込まれて、両者が緊結されているとともに、上記左側ソケット金具(11)の下方
に位置する左側ソケット金具(11)に、下部取付金具(6)の下部インサート部(68)が上方か
ら挿入されている。また、後側朝顔装置(2Y)の左端に位置する支持部材(7)を取り付ける
ための下部取付金具(6)における上下２つのくさび受け部(62)(63)が、コーナー支柱(10C)
の所定高さ位置にある後側ソケット金具(11)を上下から挟むように配置され、上下くさび
受け部(62)(63)および後側ソケット金具(11)の内部に下部くさび(6B)が上方から差し込ま
れて、両者が緊結されているとともに、上記後側ソケット金具(11)の下方に位置する後側
ソケット金具(11)に、下部取付金具(6)の下部インサート部(68)が上方から挿入されてい
る。
【００４３】
　以上の通り、この実施形態の朝顔装置(2X)(2Y)によれば、くさび緊結式足場(1)の反建
物側部への設置作業および同撤去作業を簡単にかつ迅速に行うことができる。
　また、この実施形態の朝顔装置(2X)(2Y)によれば、くさび緊結式足場(1)の出隅を構成
する左側の反建物側部および後側の反建物側部に、左側朝顔装置(2X)および後側朝顔装置
(2Y)を、コーナー専用の取付金具を用いることなく、互いに隣接して設置することができ
、それによって、足場(1)の出隅にまたがる朝顔装置システム(1)が得られる。
【００４４】
　また、この実施形態による朝顔装置システム(1)では、図１および図２に示すように、
左側朝顔装置(2X)の後端に位置する縦枠部材(41)と、後側朝顔装置(2Y)の左端に位置する
縦枠部材(41)とにまたがって、コーナー用面材(5C)が張り止められている。
　コーナー用面材(5C)は、例えばメッシュシートのように可撓性を有する材料によって構
成されるのが好ましい。コーナー用面材(5C)がこのような可撓性を有するものであれば、
例えば台風等の強風に備えて両朝顔装置(2X)(2Y)の面材(5)付き方形枠(4)を略垂直上向き
まで揺動させて閉じる際に、コーナー用面材(5C)をそのまま追随させて閉じることができ
る。なお、両朝顔装置(2X)(2Y)の縦枠部材(41)が揺動しない固定タイプのものである場合
、コーナー用面材(5C)を、例えばＦＲＰ製パネル等の可撓性を有していない材料によって
構成してもよい。
　コーナー用面材(5C)の形状は特に限定されないが、例えば、図１に示すように平面より
見て略三角形となされる。
　また、詳しい図示は省略したが、メッシュシート等よりなるコーナー用面材(5C)の２つ
の辺縁部に沿って所要の複数のハトメが取り付けられ、これらのハトメに、上記２つの縦
枠部材(41)やこれらの基端部が挿入される挿入筒体(312)の各上面に設けられたＬ形ピン(
P1)、折れピン(P2)等の取付用ピンを嵌め入れることにより、コーナー用面材(5C)が両縦
枠部材(41)に張り止められているのが好ましい。このような構成とすれば、コーナー用面
材(5C)の張設作業および同撤去作業を容易に行うことができる。
【００４５】
［第２の実施形態］
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　図１１～図１５は、この発明の第２の実施形態に係るくさび緊結式足場用朝顔装置シス
テム(2R)の構造を示したものである。
　図示の朝顔装置システム(2R)は、以下の点を除いて、図１～図１０に示す第１の実施形
態の朝顔装置システム(2)と実質的に同じである。
　すなわち、第２の実施形態の朝顔装置システム(2R)では、コーナー用面材(5C)の下面に
、コーナー支柱(10C)に近接する箇所からコーナー用面材(5C)をほぼ二等分する方向にの
びるように中央骨材(91)が取り付けられている。また、中央骨材(91)を支持する棒状の補
助支持部材(92)の上端部が、中央骨材(91)の長さ中間部（または先端部）に水平軸を中心
として回動自在に連結され、補助支持部材(92)の下端部が、コーナー支柱(10C)における
中央骨材(91)の基端部よりも下方位置に補助取付金具(93)を介して取り付けられている。
　中央骨材(91)は、例えば金属製の角筒材または角棒材よりなる。この中央骨材(91)は、
例えば、図１５に示すように、複数組のボルト(913)・ナット(914)によってコーナー用面
材(5C)の下面に取り付けられている。
　補助支持部材(92)は、例えば金属製の角筒材または角棒材よりなり、その上端部が、中
央骨材(91)の長さ中間部（または先端部）に垂下状に設けられた１対の取付ブラケット(9
11)に、水平な連結軸（連結ボルト）(912)によって回動自在に連結されている。
　補助取付金具(93)は、平面より見てコ字形をなしかつ内部に補助支持部材(92)の下端部
が配されて同下端部が水平な連結軸（連結ボルト）(931)によって回動自在に取り付けら
れている保持枠部(93a)と、保持枠部(93a)からコーナー支柱(10C)に向かってのびる垂直
連結プレート(93b)と、垂直連結プレート(93b)の先端部に取り付けられたクランプ(93c)
とを備えている。コーナー支柱(10C)へのクランプ(93c)の取付高さ位置は、中央骨材(91)
およびコーナー用面材(5C)の角度を両朝顔装置(2X)(2Y)の方形枠(4)および面材(5)の角度
に合わせられるように、適宜調整される。
　この実施形態のコーナー用面材(5C)は、平面より見て略四角形のものであって、図１に
示す第１の実施形態のコーナー用面材(5C)と比べて、中央骨材(91)および補助支持部材(9
2)によって保持されている分だけ、反建物側（左斜め後方）に向かってより大きく張り出
したものとされている。従って、この実施形態の朝顔装置システム(2R)によれば、くさび
緊結式足場(1)の出隅付近において、より確実に落下物を受けることができる。
　中央骨材(91)の先端部には、逆Ｕ形の紐取付部(912)が設けられている。そして、この
紐取付部(912)に一端部が取り付けられた紐(8B)が、中央骨材(91)の基端部よりも上方位
置の手摺(14)に上から引っ掛けられて下方に垂らされ、同紐(8B)の他端部が例えば上記手
摺(14)よりも下方位置の手摺(14)等に取り付けられている。この紐(8B)を、踏板(13)の上
に乗った作業員が、下方に繰り出すかまたは上方に引っ張ることにより、コーナー用面材
(5C)および中央骨材(91)の傾斜角度を調整することができる。
　また、台風等の強風に備えて両朝顔装置(2X)(2Y)の面材(5)付き方形枠(4)を略垂直上向
きまで揺動させて閉じる際には、補助取付金具(93)のクランプ(93c)をコーナー支柱(10C)
から取り外すことにより、コーナー用面材(5C)および中央骨材(91)を、面材(5)付き方形
枠(4)の閉動作に追随させて閉じることができる。
【００４６】
　この発明は、上記各実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された
この発明の要旨を逸脱しない範囲で適宜に変更を加えた上で実施することができる。
　例えば、各朝顔装置の縦枠部材は、上記のように支持部材によって下方から支える他、
上方から線材等で引っ張って支えるようにしてもよい。また、支持部材は、上記のように
その下端部の係合ピンを上下移動させて、縦枠部材の角度を可変とする他、その下端部を
上下移動しないように下部取付金具に連結するとともに支持部材に伸縮機構を持たせるこ
とによって、縦枠部材の角度を可変とすることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　この発明は、くさび緊結式足場の反建物側部に張り出し状に設置して同足場からの資材
や工具等の落下による事故を防止する朝顔装置、および、建物の外壁の出隅に沿って設置
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を互いに隣接するように設置してなる朝顔装置システムとして好適に用いられる。
【符号の説明】
【００４８】
(1)：くさび緊結式足場
(1X)：左側足場ユニット
(1Y)：後側足場ユニット
(10)：支柱
(10C)：コーナー支柱
(11)：ソケット金具
(2)(2R)：くさび緊結式足場用朝顔装置システム
(2X)：左側朝顔装置
(2Y)：後側朝顔装置
(3)：上部取付金具
(3A)：金具本体
(31)：保持部
(32)：上くさび受け部
(321)：先端壁部
(322)：側壁部
(322a)：位置決め用下方突出部
(33)：下くさび受け部
(331)：先端壁部
(332)：側壁部
(3B)：上部くさび
(4)：方形枠
(41)：縦枠部材
(42)：横枠部材
(5)：面材
(5C)：コーナー用面材
(6)：下部取付金具
(6A)：金具本体
(61)：保持部
(62)：上くさび受け部
(621)：先端壁部
(622)：側壁部
(622a)：位置決め用下方突出部
(63)：下くさび受け部
(631)：先端壁部
(632)：側壁部
(6B)：下部くさび
(7)：支持部材
(91)：中央骨材
(92)：補助支持部材
(93)：補助取付金具
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(19) JP 2021-21258 A 2021.2.18

【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月21日(2020.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反建物側部に沿って複数本の支柱が間隔をおいて並んで立てられており、各支柱の表面
における上下方向に間隔をおいた複数の高さ位置に、平面より見て支柱の表面に向かって
開口したコ字形のソケット金具が、支柱の並列方向に沿う２方向ならびにこれらと直角を
なす建物側方向および反建物側方向をそれぞれ向くように４つずつ取り付けられているく
さび緊結式足場において、同足場の反建物側部に張り出し状に設置される朝顔装置であっ
て、
　前記複数本の支柱の所定高さ位置から反建物側方向にのびるように基端部が上部取付金
具を介して前記所定高さ位置に取り付けられている複数の縦枠部材と、隣り合う２本の支
柱に基端部が取り付けられた２つの縦枠部材にまたがって張り止められている面材とを備
えており、
　上部取付金具が、縦枠部材の基端部を保持する保持部および反建物側のソケット金具を
上下から挟むように配置されかつ内部がソケット金具の内部と連通させられるように上下
に貫通した中空状となされた上下２つのくさび受け部を有している金具本体と、上下２つ
のくさび受け部およびソケット金具の内部に上方から差し込まれて両者を緊結する上部く
さびとを備えており、
　上部取付金具における金具本体の上下２つのくさび受け部が、支柱の表面に当接させら
れる先端壁部と、先端壁部の両側縁に連なって設けられた互いに平行な１対の側壁部とを
それぞれ有しており、
　上くさび受け部の１対の側壁部に、ソケット金具に嵌め入れられて金具本体の前後左右
の移動を規制しうる位置決め用下方突出部が形成されている、くさび緊結式足場用朝顔装
置。
【請求項２】
　上端部が縦枠部材の先端部または長さ中間部に連結されているとともに、下端部が支柱
における上部取付金具よりも下方位置に下部取付金具を介して取り付けられている棒状の
支持部材をさらに備えており、
　下部取付金具が、支持部材の下端部を保持する保持部および反建物側のソケット金具を
上下から挟むように配置されかつ内部がソケット金具の内部と連通させられるように上下
に貫通した中空状となされた上下２つのくさび受け部を有している金具本体と、上下２つ
のくさび受け部およびソケット金具の内部に上方から差し込まれて両者を緊結する下部く
さびとを備えており、
　下部取付金具における金具本体の上下２つのくさび受け部が、支柱の表面に当接させら
れる先端壁部と、先端壁部の両側縁に連なって設けられた互いに平行な１対の側壁部とを
それぞれ有しており、
　上くさび受け部の１対の側壁部に、ソケット金具に嵌め入れられて金具本体の前後左右
の移動を規制しうる位置決め用下方突出部が形成されている、請求項１記載のくさび緊結
式足場用朝顔装置。
【請求項３】
　建物の外壁の出隅に沿って設置されたくさび緊結式足場において、同足場の出隅を構成
する２つの反建物側部のそれぞれに、請求項１または２に記載の朝顔装置が互いに隣接す
るように張り出し状に設置されており、
　両朝顔装置は、これらの互いに隣接する端に位置しかつ基端部が上記足場の出隅に立て
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られたコーナー支柱の所定高さ位置に上部取付金具を介して取り付けられているコーナー
兼用縦枠部材をそれぞれ有しており、両朝顔装置のコーナー兼用縦枠部材にまたがって、
コーナー用面材が張り止められている、くさび緊結式足場用朝顔装置システム。
【請求項４】
　両朝顔装置のコーナー兼用縦枠部材を含む全ての縦枠部材の基端部が上部取付金具の保
持部によって水平軸を中心として回動自在に保持され、両朝顔装置の全ての縦枠部材およ
び面材が揺動可能となされており、
　コーナー用面材が可撓性を有する材料からなる、請求項３記載のくさび緊結式足場用朝
顔装置システム。
【請求項５】
　コーナー用面材の下面に、コーナー支柱に近接する箇所からコーナー用面材をほぼ二等
分する方向にのびるように中央骨材が取り付けられており、
　中央骨材の基端部は、コーナー支柱に対して非連結状態となされており、
　中央骨材を支持する棒状の補助支持部材の上端部が、中央骨材の先端部または長さ中間
部に水平軸を中心として回動自在に連結されており、
　補助支持部材の下端部が、コーナー支柱における中央骨材の基端部よりも下方位置に補
助取付金具を介して取り付けられている、請求項４記載のくさび緊結式足場用朝顔装置シ
ステム。
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